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10月1日から、幼稚園の伊芸渚先生が産休に入りました。

松田幼椎園に勤めて3年目を迎える儀間桃代先生は、今年度は保育支援員として
渚先生を支えてきました。10月1日からは、幼稚園の担任となります。

地域の青年会活動やバスケットボールの選手として、がんばる桃代先生なので、
子どもたちも桃代先生のことが大好きです。

保護者の皆様、初めての担任経験となります。よろしくお願いします。

5・6年生　ものづくり教室「紋様こて絵」
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去る10月3日（火）、沖縄県職業能力開発協会の地域技術振興コーディネーターの宮城調源氏、左官技能
士会ものづくりマイスターの平良林賢氏、新垣友彦氏、仲里達也氏を講師としてお招きし、「ものづくり
教室」を実施しました。

4人の講師の細やかな指導の下、5年生と6年生の子ども達は、小さなこてを器用に使って、「紋様こて絵」

を作製することができました。
一生懸命にものづくりに取り組む子ども達を「本当にまじめで、がんばりやの子どもたちですね。」「発想

が豊かで、色の合わせ方が上手ですね。」と講師の方々は、口々に褒めてくださいました。
「紋様こて絵」の作製をとおして、多くのことを学ぶことができた5年生と6年生のこれからの活躍が、

とても楽しみです。

物づくりを終えての感想

ぼくは、ミッキーマウスを選びました。最初は、むずかしくて、でこぼこだったけど、どんどんこつを
つかんで、平らにぬれるようになりました。できあがったときは、きれいだったので、うれしかったです。

この紋様こて絵を通して、建築業関係に左官という仕事があり、それは絵の具をぬるときにつかった「こ
て」という道具を使っているということを学びました。

今日は、楽しい体験でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6年　金城柑汰）

今日、6年生はみんな「ミッキーマウス」を作りました。絵の具に白い砂のようなものをませて、型ど
りされた枠の中に、ぬるときには、上手にできるかとても心配でした。
私は、ミッキーのズボンを青緑にしたので、オリジナルなものになったと思います。色をぬるときに「こ

て」という道具を使いました。はの部分がとてもやわらかくて、ぬりやすかったです。型紙をはがすと、
とても上手にできてよかったです。絵のまわりに名前を書いたりデコレーションするのも楽しかったです。

（6年　長浜鈴佳）

紋様こて絵を作るとき、たった五色の絵の具を組み合わせて混ぜることで、たくさんの色が作れて、す
ごいなと、思いました。

作るとき、グループの人達と楽しくおしゃべりしなから、できたのでよかったです。
左官という仕事があり、左官の人が使うこてという道具の使い方がわかり、勉強になりました。

来年もやってみたいと思いました。また、紋様こて絵をやったことがない人に作る楽しさを知ってもら
いたいと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年　名嘉真しずく）
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